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劇

団

「

ペ

チ

カ

」

の

受

付

◯

バ

ス

の

中

　

　

　

真

美

が

最

後

部

で

寝

て

い

る
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車

内

ア

ナ

ウ

ン

ス

「

次

は

◯

×

、

次

は

◯

×

、

お

　

降

り

の

方

は

押

し

ボ

タ

ン

で

お

知

ら

せ

く

だ

さ

い

」

　

　

　

ま

だ

寝

て

い

る

真

美

。

バ

ス

が

停

ま

り

ド

ア

　

　

　

ー

の

が

開

く

音

が

す

る

。

真

美

が

寝

ぼ

け

な

　

　

　

が

ら

窓

の

外

を

見

て

慌

て

る

。

　

　

　

手

を

上

げ

な

が

ら

。

真

美

「

は

い

、

は

～

い

。

降

り

ま

～

す

。

ち

ょ

っ

と

　

待

っ

て

。

降

り

ま

す

」
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座

席

か

ら

走

り

出

す

真

美

。

途

中

で

ハ

ッ

と

　

　

　

し

て

座

席

に

戻

り

、

座

席

の

後

の

台

の

上

か

　

　

　

ら

旅

行

バ

ッ

ク

を

握

り

締

め

バ

ス

を

降

り

る

。

　

　

　

バ

ス

が

発

車

す

る

。

立

ち

つ

く

す

真

美

。

◯

真

美

の

マ

ン

シ

ョ

ン

　

　

　

暗

い

部

屋

。

鍵

を

開

け

、

ド

ア

ー

が

開

く

音

　

　

　

が

す

る

。

　

　

　

ド

ア

か

ら

っ

真

美

が

肩

を

落

と

し

疲

れ

た

真

　

　

　

美

が

リ

ビ

ン

グ

ル

ー

ム

に

行

く

。
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リ

ビ

ン

グ

の

中

央

に

バ

ッ

ク

を

落

と

し

カ

ー

　

　

　

ン

を

開

け

に

行

く
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バ

ッ

グ

の

そ

ば

に

座

り

込

ん

だ

勢

い

で

寝

そ

　

　

　

べ

り

天

井

を

見

な

が

ら

真

美

「

あ

～

、

疲

れ

た

な

～

。

め

ん

ど

く

さ

い

ん

だ

　

け

ど

、

先

に

片

付

け

よ

っ

と

」

　

　

　

バ

ッ

グ

に

目

を

移

し

驚

き

な

が

ら

起

き

上

が

　

　

　

っ

て

フ

ァ

ス

ナ

ー

を

開

け

中

を

覗

く

。
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な

に
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こ
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、

あ

れ

、
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の

じ
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ァ

な

い
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中

の

物

を

取

り

出

す

。
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ラ

ン

ク

ス

と

か

男
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性

物

の

衣

類

が

出

て

く

る

。
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類

に

紛

れ

て

　

　

　

一

冊

の

本
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出

て

く

る

。

真

美

「

ん

？

何

こ

れ

。

夢

の

樹

の

下

？

劇

団

ペ

チ

カ
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作

・

演

出

、

山

田

弘

。

何

な

の

こ

れ

、

も

～

ど

こ

　

で

間

違

え

た

ん

だ

ろ

う

…

あ

、

バ

ス

だ

、

降

り

る

　

時

、

慌

て

て

た

か

ら

な

ぁ

。

も

ぅ

バ

カ

バ

カ
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カ
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自

分

の

頭

を

両

手

で

叩

く
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劇

団

ペ
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カ

　

事

務

所

　

　

　

真

美

が

ド

ア

ー

を

開

け

て

中

に

入

る

。
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カ

ウ

ン

タ

ー

が

有

り

、

女

性

が

出

て

く

る

。
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ら

っ

し

ゃ

い

ま

せ
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か

、

御

用

で

す
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真
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弘
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し
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ん

で
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」
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「

先
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す

ね

」

真

美

「
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、

あ

っ

、

は

、

は

い

」
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先

生
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今
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ミ
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お
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け

ど

」

真

美

「

そ

う

で

す

か

。

あ

っ

、

つ

か

ぬ

こ

と

を

お

伺

い

し

ま

す

が

、

山

田

さ

ん

今

日

の

時

頃

○

×

行

の
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れ

た
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し

た

よ

ね

？
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